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【芭蕉の里くろばね紫陽花まつり】
開催日　平成28年6月18日（土）～7月10日（日）
場　所　黒羽城址公園及び周辺各所
黒羽城址公園の約6000株の紫陽花が咲き誇る６月に
「くろばね紫陽花まつり」が開催され、黒羽城址の
本丸やお堀の斜面に咲く紫陽花は、毎年多くのファ
ンを引き寄せる名所になって
います。夜間（午後７時～９
時）にはライトアップが行わ
れ、夜でも紫陽花を楽しめま
す。城址公園入口には案内所を
開設し、ボランティアにより観光
案内を行っております。

【鮎解禁】
日　時　平成28年6月1日（水）～
場　所　那珂川
水がきれいなことから、「関
東の四万十川」とも呼ばれて
おり、鮎釣りシーズンともな
ると、数多くの太公望たちで
にぎわう鮎釣りのメッカでも
あります。
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「
ひ
か
り
輝
く

   

ま
ち
づ
く
り
」を

　
　
　
　

 

目
指
し
て

那須烏山市長

大谷 範雄
おお や のり お

巻頭言巻頭言
　

那
須
烏
山
市
は
平
成
17
年
10
月
１
日
に

南
那
須
町
と
烏
山
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生

し
、
昨
年
市
政
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

合
併
時
に
３
万
人
を
超
え
て
い
た
人
口

は
、
現
在
２
万
７
千
人
台
に
減
少
し
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、「
み
ん
な
の
知
恵

と
協
働
に
よ
る
『
ひ
か
り
輝
く
』
ま
ち
づ

く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
先
人
か
ら
脈
々

と
継
承
さ
れ
て
き
た
自
然
・
歴
史
・
伝
統

文
化
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
地
域
資
源

を
活
用
し
、
住
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
市
総
合
計
画
実
施
計
画
に
基
づ

く
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

清
流
那
珂
川
・
荒
川
水
域
の
清
ら
か
な

水
の
流
れ
と
緑
豊
か
な
里
山
に
囲
ま
れ
た

本
市
は
、
観
光
名
所
の
龍
門
の
滝
を
は
じ

め
、
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
国
見

の
棚
田
、
県
の
名
木
百
選
に
指
定
さ
れ
て

い
る
推
定
樹
齢
３
５
０
年
の
西
山
辰
街
道

の
大
桜
、
水
が
き
れ
い
な
所
に
し
か
生
息

し
て
い
な
い
新
種
の
水
生
植
物
シ
モ
ツ
ケ

コ
ウ
ホ
ネ
等
自
慢
す
べ
き
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
を
走
る
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
縁

起
の
い
い
七
福
神
が
描
か
れ
た
キ
ハ
40
や
、

日
本
初
の
蓄
電
池
駆
動
電
車
ア
キ
ュ
ム
は
、

地
域
住
民
の
足
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
４
５
０
年
以

上
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
絢
爛
豪
華
な
野
外

劇
の
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
は
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
日
本
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と

し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
申

請
中
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
持
続
・
安
定
的
な
国

保
運
営
の
た
め
に
今
年
度
８
年
ぶ
り
に
国

保
税
率
を
改
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
加
入

者
の
年
齢
構
成
が
高
い
な
ど
の
構
造
上
の

問
題
や
増
大
す
る
医
療
費
に
よ
り
財
政
運

営
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
革
を
見
据

え
、
今
年
度
か
ら
後
発
医
薬
品
の
差
額
通

知
を
医
療
通
知
に
併
せ
て
実
施
し
、
使
用

促
進
や
医
療
費
削
減
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
る
な
ど
、
医
療
費
適
正
化
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
健
康
づ
く
り
及
び
疾
病
予
防
の
観

点
か
ら
、
特
定
健
康
診
査
の
個
人
負
担
無

料
や
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
事

業
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
と
も
健
全
な
国
民
健
康
保
険
運
営

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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平成 28 年度

国民健康保険事業運営に係る
留 意 事 項

平成 28 年度

国民健康保険事業運営に係る
留 意 事 項
栃木県保健福祉部国保医療課

は
じ
め
に

　

我
が
国
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

就
業
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
医
療
保
険
制

度
間
の
負
担
の
不
均
衡
が
生
じ
、
医
療
技
術

の
高
度
化
等
の
要
因
と
も
相
ま
っ
て
医
療

費
の
大
幅
な
増
大
を
も
た
ら
し
、
国
保
制

度
が
抱
え
る
脆
弱
な
財
政
基
盤
と
い
う
構

造
問
題
は
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
を
健
全
に
運
営
す

る
た
め
に
は
、
適
用
の
適
正
化
、
保
険
料

（
税
）
収
入
の
確
保
、
医
療
費
適
正
化
等
、

不
断
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
に
、
本
県
の
市
町
村
保
険
者
に
お
け
る

国
民
健
康
保
険
税
の
平
成
26
年
度
収
納
率

は
、
88
・
７
９
％
と
前
年
度
か
ら
０
・
４
２

ポ
イ
ン
ト
上
ま
わ
っ
た
も
の
の
、
全
国
順

位
は
平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
ワ
ー
ス
ト

２
位
と
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
向

上
へ
の
取
組
み
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

市
町
村
保
険
者
、
国
民
健
康
保
険
組
合
及

び
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
お
け
る
、

平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営

上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。

事
業
運
営
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

○
保
険
者
に
関
す
る
事
項

１　
事
業
計
画
等

⑴
事
業
計
画
の
策
定

　

事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
国
保

事
業
の
適
正
か
つ
安
定
的
な
運
営
を
図
る

た
め
、
事
業
運
営
の
実
情
を
把
握
分
析
し
、

そ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
重
点
事

項
及
び
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
目
標

達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
実
施
体
制
、
実

施
方
法
及
び
関
連
事
業
と
の
連
携
等
を
明

確
に
す
る
こ
と
。

⑵
予
算
の
編
成

　

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
厚

生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
長
か

ら
通
知
さ
れ
る
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の

留
意
事
項
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
。

⑶
赤
字
保
険
者
に
お
け
る
財
政
の
健
全
化

　

赤
字
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
財
政
の
健

全
化
を
図
る
た
め
、
具
体
的
な
赤
字
解
消

計
画
を
策
定
し
、
事
業
運
営
に
必
要
な
保

険
料
（
税
）
の
適
切
な
設
定
、
収
納
率
向

上
対
策
及
び
医
療
費
適
正
化
対
策
等
を
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

２　
適
用
の
適
正
化

⑴
被
保
険
者
の
適
用

ア
被
保
険
者
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
か
か
る
適
用

及
び
保
険
料
（
税
）
の
賦
課
の
適
正
化

に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
５
年
11
月

15
日
保
険
発
第
１
２
３
号
）
に
基
づ
き
、

「
国
民
健
康
保
険
の
適
用
事
務
に
お
け
る

年
金
被
保
険
者
情
報
の
活
用
に
つ
い
て

（
通
知
）」（
平
成
23
年
２
月
22
日
保
国
発

０
２
２
２
第
１
号
）
及
び
「
国
民
健
康

保
険
の
適
用
事
務
に
お
け
る
年
金
被
保

険
者
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
23
年
12

月
16
日
保
国
発
１
２
１
６
第
１
号
）
に

よ
り
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
国
民
年
金

被
保
険
者
情
報
を
活
用
す
る
等
、
未
適

用
者
を
早
期
か
つ
的
確
に
把
握
し
、
早

期
適
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
遡
及

適
用
者
に
つ
い
て
は
的
確
に
遡
及
賦
課

を
行
う
こ
と
。

イ
退
職
被
保
険
者
等
の
適
用
に
つ
い
て

は
、「
国
民
健
康
保
険
の
退
職
被
保

険
者
等
に
係
る
適
用
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
15
年
３
月
31
日
保
国
発

第
０
３
３
１
０
０
３
号
）、「
国
民
健

康
保
険
の
退
職
被
保
険
者
等
に
係
る

適
用
の
適
正
化
対
策
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
17
年
９
月
16
日
保
国
発
第

０
９
１
６
０
０
１
号
）、
及
び
「
国
民
健
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康
保
険
の
適
用
事
務
に
お
け
る
年
金
被

保
険
者
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
23
年
12

月
16
日
保
国
発
１
２
１
６
第
１
号
）
に

基
づ
き
、
年
金
受
給
権
者
一
覧
表
等
の

年
金
情
報
の
活
用
等
に
よ
り
早
期
に
把

握
・
適
用
し
、
適
用
の
適
正
化
を
推
進

す
る
こ
と
。
ま
た
、
各
市
町
に
お
い
て

作
成
し
た
退
職
被
保
険
者
等
に
係
る
振

替
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
被
保

険
者
資
格
の
遡
及
に
伴
う
療
養
給
付
費

負
担
金
及
び
療
養
給
付
費
交
付
金
の
振

替
整
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
。

ウ
特
に
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
に
係

る
適
用
に
つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保

険
の
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
に
係

る
適
用
の
適
正
化
対
策
の
徹
底
に
つ
い

て
（
通
知
）」（
平
成
19
年
９
月
18
日
保

国
発
第
０
９
１
８
０
０
１
号
）
及
び

「
国
民
健
康
保
険
の
退
職
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
係
る
適
用
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
20
年
３
月
31
日
保
国
発
第

０
３
３
１
０
０
１
号
）」
に
基
づ
き
、
職

権
適
用
を
実
施
す
る
等
適
用
の
適
正
化

を
推
進
す
る
こ
と
。

エ
外
国
人
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
外
国
人

に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
又
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
適
用
に
つ
い
て
」（
平

成
24
年
７
月
９
日
保
国
発
第
０
７
０
９

第
１
号
）
に
基
づ
き
、適
正
に
行
う
こ
と
。

⑵
居
所
不
明
被
保
険
者
の
確
認

　

居
所
不
明
の
被
保
険
者
に
係
る
資
格
喪

失
の
確
認
に
つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
資
格
の
喪
失
確
認
処
理
に
係

る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
４

年
３
月
31
日
保
険
発
第
40
号
）
に
基
づ
き
、

取
扱
要
領
を
作
成
し
て
的
確
に
行
い
、
国

民
健
康
保
険
税
の
調
定
額
に
つ
い
て
も
整

理
す
る
こ
と
。

⑶
適
用
の
適
正
化
調
査

　

適
用
の
適
正
化
調
査
に
つ
い
て
は
、「
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
適
用
の
適
正

化
及
び
第
三
者
行
為
に
係
る
求
償
権
の
行

使
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
昭
和
50
年
７
月

１
日
保
険
発
第
63
号
）
に
基
づ
き
、
各
保

険
者
の
実
情
に
応
じ
て
「
適
用
の
適
正
化

月
間
」
を
設
定
し
、
被
用
者
保
険
の
加
入
・

脱
退
者
、
住
所
地
特
例
の
対
象
者
、
外
国
人
、

擬
制
世
帯
等
に
つ
い
て
、
計
画
的
、
集
中

的
に
適
用
の
適
正
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

３　
適
正
な
賦
課

⑴
保
険
料
（
税
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
所

得
に
つ
い
て
は
、
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
申
告
の
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は

保
険
料
（
税
）
の
軽
減
対
象
世
帯
と
な
る

可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
申

告
を
勧
奨
し
、
積
極
的
に
実
地
調
査
を
行

う
等
的
確
に
所
得
を
把
握
す
る
こ
と
。

⑵
保
険
料
（
税
）
の
賦
課
割
合
及
び
賦
課

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
間
に
お

け
る
負
担
の
不
均
衡
の
是
正
、
中
間
所
得

者
層
の
過
重
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
観
点

か
ら
、
適
切
な
設
定
を
行
う
こ
と
。

⑶
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
し
た
者
が
い
る
世
帯
に
お
け

る
保
険
料
（
税
）
に
つ
い
て
、
平
成
25
年

度
か
ら
所
得
割
に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の

算
定
特
例
が
恒
久
化
さ
れ
た
ほ
か
、
平
等

割
の
減
額
措
置
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
適
正
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

被
用
者
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
被
扶
養
者
か

ら
国
保
被
保
険
者
と
な
っ
た
者
に
係
る
条

例
減
免
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
配
慮
す

る
こ
と
。

４　
保
険
料
（
税
）
収
入
の
確
保

⑴
徴
収
計
画
の
策
定

　

市
町
村
保
険
者
の
徴
収
計
画
に
つ
い
て

は
、
県
が
広
域
化
等
支
援
方
針
の
中
で
定

め
た
保
険
者
規
模
別
収
納
率
目
標
を
踏
ま

え
、
滞
納
者
の
実
態
（
滞
納
原
因
別
、
所

得
階
層
別
、
職
業
別
、
地
区
別
等
）
に
基

づ
き
目
標
収
納
率
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
実
施
体
制
、
実
施
方
法
等
具
体

的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

⑵
納
期
内
納
入
の
促
進
等

　

保
険
料
（
税
）
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
納

期
内
納
入
の
促
進
を
図
る
た
め
に
マ
ル
チ

ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
や
口

座
振
替
の
原
則
化
を
検
討
し
、
口
座
振
替

を
推
進
す
る
ほ
か
、
多
様
な
納
付
方
法
を

採
用
す
る
等
、
納
付
し
や
す
い
環
境
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
被
保
険
者
に
対
す

る
効
果
的
な
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
。

⑶
滞
納
者
対
策

ア
保
険
料
（
税
）
の
確
保
を
図
る
た
め
、
早

期
に
滞
納
者
の
財
産
調
査
を
含
め
た
実

態
把
握
及
び
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

イ
特
別
の
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

保
険
料
（
税
）
を
滞
納
し
て
い
る
い
わ

ゆ
る
悪
質
滞
納
者
に
対
す
る
被
保
険
者

資
格
証
明
書
の
交
付
及
び
保
険
給
付
の

一
時
支
払
差
止
め
等
の
措
置
に
つ
い
て

は
、「
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
（
税
）

を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
主
等
に
対
す
る

措
置
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平

成
12
年
３
月
28
日
保
険
発
第
41
号
）
に

基
づ
き
、
適
正
に
行
う
こ
と
。
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た
だ
し
、
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
昭

和
33
年
厚
生
省
令
第
53
号
）
附
則
第
10
条

に
よ
る
一
時
差
止
を
行
わ
な
い
措
置
が

継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
留
意
す
る
こ
と
。

　
　

な
お
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書
及
び

短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

交
付
事
務
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け
滞
納

者
と
接
触
す
る
機
会
を
確
保
し
、
保
険
料

（
税
）
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別

な
事
情
の
適
切
な
把
握
に
努
め
、
機
械
的

な
対
応
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
き

め
細
か
な
納
付
相
談
を
行
う
こ
と
。
被

保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
は
不
利
益

処
分
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
行
政
手
続

法
に
基
づ
く
弁
明
の
機
会
の
付
与
を
必

ず
実
施
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
滞
納
者
の
状
況
に
応
じ
、
通

常
に
比
べ
更
新
ま
た
は
検
認
の
期
間
が

短
い
被
保
険
者
証
を
交
付
す
る
等
、
被

保
険
者
証
の
交
付
方
法
を
工
夫
し
て
納

付
相
談
の
機
会
の
確
保
を
図
り
、
滞
納

者
を
解
消
す
る
こ
と
。

ウ
被
保
険
者
が
、
督
促
、
催
告
に
応
じ
な

い
場
合
に
は
、
負
担
の
公
平
の
観
点
か

ら
差
押
予
告
通
知
書
を
送
付
し
、
積
極

的
に
差
押
え
を
行
う
こ
と
。

エ
納
付
義
務
者
が
保
険
料
（
税
）
を
納
期

限
ま
で
に
完
納
し
な
い
場
合
は
、
必
ず

延
滞
金
を
調
定
し
、
徴
収
す
る
こ
と
。

オ
保
険
料
（
税
）
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ

い
て
は
、
資
産
の
状
況
等
の
調
査
結
果

に
基
づ
き
や
む
を
得
な
い
も
の
に
限
り

厳
正
に
行
う
こ
と
と
し
、
短
期
被
保
険

者
証
の
交
付
対
象
者
が
該
当
し
た
場
合

も
行
う
こ
と
。

⑷
徴
収
体
制
の
充
実

　

滞
納
保
険
料
（
税
）
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

全
庁
体
制
の
確
立
や
嘱
託
徴
収
員
の
採
用

等
、
徴
収
体
制
の
整
備
を
図
り
、
積
極
的
な

徴
収
活
動
（
例
え
ば
休
日
、
夜
間
等
の
戸

別
徴
収
等
）
及
び
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
。

　

ま
た
、
嘱
託
徴
収
員
等
を
活
用
し
て
い

る
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
嘱
託
徴
収
員
等

の
み
に
任
せ
る
こ
と
な
く
役
割
分
担
を
定

め
、
職
員
と
の
連
携
に
よ
る
戸
別
徴
収
に

積
極
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

⑸
そ
の
他
の
収
納
対
策

　

上
記
⑴
か
ら
⑷
の
ほ
か
、
保
険
料
（
税
）

収
納
率
の
確
保
・
向
上
等
の
対
策
と
し
て
、

「
収
納
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
の
策
定
等
に
つ
い

て
（
通
知
）」（
平
成
17
年
２
月
15
日
保
国

発
第
０
２
１
５
０
０
１
号
）
等
を
参
考
に
、

効
果
的
な
収
納
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
。

５　
医
療
費
の
適
正
化

⑴
医
療
費
等
の
分
析

　

医
療
費
等
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
診
療

諸
率
の
経
年
的
な
傾
向
把
握
、
他
の
保
険

者
と
の
医
療
費
実
態
の
比
較
、
疾
病
構
造
、

長
期
入
院
者
及
び
重
複
・
頻
回
受
診
者
の
動

向
の
把
握
・
分
析
等
に
よ
り
、
医
療
費
等

の
現
状
と
問
題
点
を
的
確
に
把
握
し
、
医

療
費
の
適
正
化
に
必
要
な
施
策
に
反
映
す

る
こ
と
。

　

ま
た
、
将
来
に
向
け
て
医
療
費
適
正
化

対
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
連
合

会
等
と
連
携
し
、
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
。

　

な
お
、
連
合
会
か
ら
提
供
さ
れ
る
疾
病

統
計
、
長
期
入
院
者
、
重
複
・
頻
回
受
診
者
、

柔
整
内
容
点
検
リ
ス
ト
等
の
資
料
を
十
分

活
用
し
、
医
療
費
適
正
化
対
策
の
内
容
を

充
実
す
る
こ
と
。

⑵
診
療
報
酬
明
細
書
の
点
検
調
査

　

診
療
報
酬
明
細
書
（
以
下
「
レ
セ
プ
ト
」

と
い
う
。）
の
点
検
調
査
に
つ
い
て
は
、「
国

民
健
康
保
険
の
診
療
報
酬
明
細
書
点
検
調

査
事
務
処
理
要
領
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
昭

和
55
年
５
月
10
日
保
険
発
第
42
号
）
に
基

づ
き
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

被
保
険
者
資
格
の
点
検
、
調
剤
報
酬
明
細

書
と
の
突
合
、
縦
覧
点
検
等
に
つ
い
て
は
、

強
化
さ
れ
た
連
合
会
の
レ
セ
プ
ト
審
査
機

能
を
活
用
す
る
等
、
よ
り
効
率
的
な
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
。

　

特
に
第
三
者
求
償
に
つ
い
て
は
、
受
託

範
囲
の
拡
大
や
被
害
者
リ
ス
ト
の
作
成
、

巡
回
相
談
等
に
よ
る
市
町
へ
の
助
言
な
ど
、

市
町
の
目
標
達
成
を
支
援
す
る
た
め
、
さ

ら
な
る
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
を
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
の
点
検
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
医
療
事
務
経
験
者
等
を
嘱
託

員
に
採
用
す
る
等
し
て
充
実
す
る
こ
と
。

⑶
後
発
医
薬
品
及
び
適
正
受
診
に
対
す
る

周
知
・
啓
発

　

後
発
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
後
発
医
薬

品
希
望
シ
ー
ル
及
び
カ
ー
ド
の
配
布
及
び

後
発
医
薬
品
を
使
用
し
た
場
合
の
医
療
費

の
額
の
通
知
（
差
額
通
知
）
等
、
後
発
医

薬
品
の
積
極
的
な
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
柔
道
整
復
師
等
の
施
術
に
お
け

る
保
険
給
付
の
範
囲
等
に
つ
い
て
、
広
報

等
に
よ
り
柔
道
整
復
療
養
費
等
に
対
す
る

被
保
険
者
の
関
心
を
高
め
、
適
正
化
を
進

め
る
こ
と
。

⑷
在
宅
医
療
等
の
推
進

　

在
宅
医
療
等
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
い
わ

ゆ
る
社
会
的
入
院
の
解
消
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
長
期
入
院
者
の

把
握
と
と
も
に
、
在
宅
医
療
等
が
可
能
な
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者
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
の
訪
問
活
動
等

保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、

家
庭
復
帰
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人

保
健
施
設
へ
の
入
所
等
を
推
進
す
る
こ
と
。

⑸
重
複
・
頻
回
受
診
者
対
策
の
推
進

　

重
複
・
頻
回
受
診
者
に
対
す
る
保
健
師
の

訪
問
活
動
に
つ
い
て
は
、「
重
複
・
頻
回
受

診
者
に
係
る
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
10
年
８
月
５

日
保
険
発
第
１
２
６
号
）
に
基
づ
き
、
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

⑹
第
三
者
求
償
事
務
の
取
組
強
化

　

第
三
者
求
償
事
務
に
つ
い
て
は
、
損
害

保
険
関
係
団
体
と
の
覚
書
の
締
結
に
よ
り
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
自
動
車
保
険
（
任

意
）
が
使
用
さ
れ
る
傷
病
で
は
、
国
保
の

利
用
開
始
日
か
ら
原
則
一
ヶ
月
以
内
に
保

険
者
に
傷
病
届
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
保
険
者

に
お
い
て
も
第
三
者
行
為
の
発
見
手
段
の

拡
大
及
び
被
保
険
者
に
対
す
る
周
知
広
報

に
取
り
組
み
、
傷
病
届
の
提
出
の
励
行
を

図
る
こ
と
。
ま
た
、各
保
険
者
に
お
い
て
は
、

第
三
者
求
償
の
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
数

値
目
標
を
設
定
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
確
立
す
る
こ
と
。

６　
保
健
事
業

⑴
保
健
事
業
の
実
施
計
画

　

保
健
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、「
国

民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
健
事
業
の
実

施
等
に
関
す
る
指
針
」（
平
成
16
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
３
０
７
号
）
に
基
づ
き
、
保

健
事
業
の
実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
）
を
策
定
す
る
こ
と
。

⑵
保
健
事
業
の
推
進

　

保
健
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
・
医
療
情

報
を
分
析
し
、
被
保
険
者
等
の
健
康
課
題

を
明
確
に
し
た
上
で
、
保
健
・
福
祉
部
門

等
関
係
部
局
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
健
康
診
査
、
保
健
指
導
、
健
康
教
育
、

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
等
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。

⑶
直
営
診
療
施
設

　

保
険
者
が
設
置
す
る
直
営
診
療
施
設
に

つ
い
て
は
、
国
保
の
被
保
険
者
を
始
め
と

し
た
地
域
住
民
に
対
し
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
各
般
に
わ
た
る
総
合
的
な
処
遇
を

行
う
う
え
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
域

住
民
に
対
す
る
医
療
・
健
康
に
関
す
る
相

談
部
門
を
設
置
す
る
等
、
総
合
的
な
機
能

が
発
揮
で
き
る
よ
う
充
実
す
る
こ
と
。

７　
事
務
処
理
の
適
正
化

⑴
補
助
金
申
請
事
務
等
の
適
正
化

　

補
助
金
の
申
請
等
に
係
る
事
務
処
理
に

つ
い
て
は
、
会
計
実
地
検
査
等
に
お
い
て

多
数
の
不
適
正
な
事
務
処
理
が
判
明
し
て

お
り
、
自
主
点
検
に
よ
る
適
正
化
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
、「
国

民
健
康
保
険
関
係
国
庫
補
助
金
等
に
か
か

る
事
務
処
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成
26
年
12
月
11
日
保
国
発
１
２
１
１
第

１
号
）
等
関
係
通
知
を
参
考
に
す
る
と
と

も
に
、
申
請
誤
り
が
生
じ
な
い
よ
う
な
防

止
策
（
誤
り
や
す
い
事
項
に
つ
い
て
の
確

認
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
）
を
講
じ
る
等
、

適
正
な
事
務
処
理
の
た
め
に
必
要
な
体
制

の
整
備
を
図
る
こ
と
。

⑵
不
正
及
び
事
故
の
防
止

　

不
正
及
び
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
不

正
及
び
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
事
務
処
理
方
式
の
見
直
し
、
相
互

牽
制
体
制
等
の
管
理
体
制
の
充
実
及
び
自

主
的
監
査
の
実
施
等
不
正
及
び
事
故
の
防

止
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

　

ま
た
、
不
正
及
び
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
県
に
報
告
す
る
こ
と
。

８　
そ
の
他

⑴
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
充
実

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
国
保
事
業
の
適
正
か
つ
安
定
的
な
運

営
を
図
る
た
め
に
重
要
な
審
議
機
関
で
あ

る
の
で
、
事
業
運
営
の
課
題
・
問
題
点
を

十
分
に
審
議
す
る
等
積
極
的
に
開
催
す
る

こ
と
。

⑵
保
険
者
協
議
会
に
お
け
る
各
保
険
者
と

の
連
携
・
協
力

　

保
険
者
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
保
健
事

業
等
の
効
率
的
で
円
滑
な
事
業
運
営
を
図

る
た
め
、
各
保
険
者
と
の
連
携
・
協
力
に

努
め
る
こ
と
。

⑶
情
報
開
示

　

レ
セ
プ
ト
開
示
に
つ
い
て
は
、「
診
療
報

酬
明
細
書
等
の
被
保
険
者
へ
の
開
示
に
つ

い
て
（
通
知
）」（
平
成
17
年
３
月
31
日
保

発
第
０
３
３
１
０
０
７
号
）（
平
成
23
年
６

月
20
日
付
け
保
発
０
６
２
０
第
２
号
に
よ

り
一
部
改
正
）
に
基
づ
き
行
う
こ
と
。

⑷
国
民
健
康
保
険
組
合
に
関
す
る
重
点
事
項

ア
被
保
険
者
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
組
合
規

約
に
定
め
る
組
合
員
の
業
種
（
現
に
業

務
に
従
事
し
て
い
る
か
否
か
を
含
む
。）、

住
所
、
勤
務
先
の
業
態
及
び
健
康
保
険

の
適
用
除
外
承
認
手
続
き
の
確
認
を
徹

底
す
る
こ
と
。
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ま
た
、「
国
民
健
康
保
険
組
合
の
組
合

員
資
格
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
」

（
平
成
24
年
３
月
26
日
保
国
発
０
３
２
６

第
１
号
）
に
基
づ
き
、
定
期
的
に
被
保

険
者
資
格
の
確
認
を
行
う
等
、
適
正
な

取
扱
を
徹
底
す
る
こ
と
。

イ
「
国
民
健
康
保
険
組
合
に
お
け
る
法
令
遵

守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
22
年
９

月
10
日
保
国
発
０
９
１
０
第
１
号
）
に

基
づ
き
、
法
例
遵
守
体
制
の
整
備
に
取

り
組
む
こ
と
。

ウ
国
保
組
合
が
扱
う
個
人
情
報
等
の
重
要

情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法

及
び
「
国
民
健
康
保
険
組
合
に
お
け
る

個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年

４
月
１
日
保
発
第
０
４
０
１
０
１
１
号
、

平
成
28
年
２
月
29
日
保
発
０
２
２
９
第

８
号
一
部
改
正
）
に
基
づ
き
適
正
な
管

理
に
取
り
組
む
こ
と
。

○
連
合
会
に
関
す
る
事
項

１　
審
査
の
充
実
強
化

　

レ
セ
プ
ト
の
審
査
支
払
事
務
に
つ
い
て

は
、
審
査
専
門
部
会
の
審
査
対
象
の
拡
大
、

事
務
点
検
期
間
及
び
審
査
委
員
会
に
お
け

る
審
査
期
間
の
延
長
等
に
よ
り
事
務
共
助

の
充
実
及
び
審
査
体
制
を
拡
充
し
、
審
査
の

充
実
・
強
化
及
び
効
率
化
に
努
め
る
こ
と
。

２　
保
険
者
支
援

⑴
保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
等
の

充
実
・
強
化

　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
及
び

第
三
者
行
為
求
償
事
務
共
同
事
業
に
つ
い

て
は
、
保
険
者
の
事
務
処
理
の
効
率
化
等

を
図
る
た
め
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
。

　

特
に
第
三
者
求
償
に
つ
い
て
は
、
受
託

範
囲
の
拡
大
や
被
害
者
リ
ス
ト
の
作
成
、

巡
回
相
談
等
に
よ
る
市
町
へ
の
助
言
な
ど
、

市
町
の
目
標
達
成
を
支
援
す
る
た
め
、
更

な
る
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

⑵
医
療
費
分
析
等
の
充
実
・
活
用

　

医
療
費
分
析
等
に
つ
い
て
は
、
保
険
者

に
お
い
て
医
療
費
等
の
分
析
結
果
に
基
づ

く
効
果
的
な
保
健
事
業
の
実
施
を
図
る
た

め
、
疾
病
統
計
及
び
重
複
・
頻
回
受
診
者

リ
ス
ト
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
そ
の

活
用
方
法
の
教
示
等
を
行
う
こ
と
。

⑶
レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
の
支
援

　

レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
保
険
者
に
お
け
る
レ
セ
プ
ト
点
検
調

査
の
内
容
点
検
の
充
実
を
図
る
た
め
、
保

険
者
の
実
態
に
応
じ
た
レ
セ
プ
ト
点
検
調

査
に
係
る
研
修
及
び
内
容
点
検
を
的
確
に

行
う
た
め
の
情
報
提
供
等
積
極
的
な
支
援

を
行
う
こ
と
。

⑷
保
健
事
業
の
支
援

　

保
健
事
業
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
円
滑
な
実

施
を
図
る
と
と
も
に
、
保
険
者
に
お
け
る

保
健
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
支
援
を
は
じ
め
、
健

診
結
果
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
て
各
保
険
者

の
実
態
に
応
じ
た
効
果
的
な
保
健
事
業
の

企
画
、
評
価
、
調
査
・
研
究
等
、
各
種
の

施
策
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
保
健
師
活

動
を
充
実
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
保
険
者
が
行
う
保
健
・
福
祉
事

業
と
の
連
携
に
配
意
し
た
保
健
事
業
の
展

開
に
対
す
る
支
援
等
に
も
配
意
す
る
こ
と
。

⑸
在
宅
医
療
等
の
推
進
支
援

　

在
宅
医
療
等
の
推
進
支
援
に
つ
い
て
は
、

長
期
入
院
者
の
う
ち
、
必
ず
し
も
入
院
治

療
を
必
要
と
し
な
い
と
思
わ
れ
る
者
の
在

宅
医
療
等
の
推
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な

各
種
情
報
の
提
供
等
、
保
険
者
の
支
援
を

行
う
こ
と
。

⑹
保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
対
策
の
支
援

　

連
合
会
の
保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
、
保
険
者
に

対
し
て
長
期
滞
納
・
収
納
困
難
事
案
へ
の

対
応
方
法
の
相
談
及
び
職
員
研
修
に
よ
る

職
員
の
資
質
向
上
等
収
納
率
向
上
の
た
め

の
保
険
者
支
援
を
行
う
こ
と
。

３　
そ
の
他

⑴
個
人
情
報
等
を
含
む
重
要
情
報
の
適
正

管
理

　

連
合
会
が
扱
う
個
人
情
報
等
の
重
要
情

報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
及
び

「
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
等
に
お
け
る

個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
９
月

15
日
保
発
第
０
９
１
５
０
０
３
号
、
平
成

28
年
２
月
29
日
保
発
０
２
２
９
第
10
号
一

部
改
正
）
に
基
づ
き
適
正
な
管
理
に
取
り

組
む
こ
と
。

⑵
事
務
の
改
善
等

　

連
合
会
に
お
け
る
不
正
及
び
事
故
の
防

止
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
に
関
す
る
事
項

の
７
の
（
2
）
に
準
じ
て
実
施
す
る
こ
と
。
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上
三
川
町
は
、
栃
木
県
の
南
東
部
に
位

置
し
、
首
都
東
京
か
ら
北
に
90
㎞
、
県
都

宇
都
宮
市
の
南
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
鬼
怒
川
、
江
川
、

田
川
の
３
つ
の
川
に
挟
ま
れ
た
肥
沃
な
大

地
で
は
、
米
を
は
じ
め
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、
ニ

ラ
、
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
特

産
品
が
生
産
さ
れ
る
な
ど
、
古
く
か
ら
農

業
の
盛
ん
な
地
域
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
食
材
を
使
い
ピ
リ
辛
特
製
ソ
ー
ス
で
炒

め
た
「
黒
チ
ャ
ー
ハ
ン
」
は
新
た
な
上
三

川
名
物
で
、
平
成
24
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第

１
回
と
ち
ぎ
元
気
グ
ル
メ
ま
つ
り
」
で
は

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く
な
ど
、
Ｂ
級
グ
ル

メ
ブ
ー
ム
の
波
に
の
り
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

産
業
に
お
い
て
は
、
昭
和
40
年
代
に
日
産

自
動
車
（
株
）
が
進
出
。
そ
の
後
も
、
町

中
央
を
南
北
に
走
る
一
般
国
道
新
４
号
の

開
通
や
北
端
を
東
西
に
走
る
北
関
東
自
動

車
道
の
開
通
な
ど
、
交
通
の
利
便
性
が
増

す
と
共
に
電
気
機
械
や
精
密
機
械
産
業
の

進
出
に
よ
り
県
内
屈
指
の
工
業
出
荷
額
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幹
線
沿
い
に
は

大
型
店
舗
が
進
出
す
る
な
ど
、
暮
ら
し
と

産
業
の
融
和
が
図
ら
れ
た
、
快
適
な
田
園

工
業
都
市
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長
を

務
め
ら
れ
る
稲
川
洋
氏
は
、
豊
か
な
見
識

と
行
動
力
を
も
っ
て
多
く
の
信
望
を
集
め
、

平
成
24
年
１
月
に
町
議
会
議
員
に
当
選
さ

れ
、
現
在
２
期
目
で
あ
り
ま
す
。
町
議
会

で
は
、
経
済
建
設
常
任
委
員
副
委
員
長
を

経
て
、
現
在
は
産
業
厚
生
常
任
委
員
長
と

し
て
円
滑
な
議
会
運
営
と
町
政
発
展
の
た

め
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
国
保

運
営
協
議
会
長
に
は
、
今
年
１
月
に
就
任

さ
れ
、
町
国
民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
に
、
奔
走
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
を
め
ぐ
る
情
勢

は
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
や
医
療
費
の
増

加
等
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
稲
川
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

幅
広
い
経
験
を
生
か
さ
れ
、
町
国
民
健
康

保
険
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
、
ご
尽
力

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

上三川町

稲　川　　　洋
い な が わ ひ ろ し

会
長
の
一
言

「被保険者の負担軽減を」
　国民健康保険は、制度の構造的な問題から保険者の保険
税の負担は限界に達しています。
　今後の国保制度改革では、適正な保険税の賦課徴収とさ
らなる公費の投入等により国保被保険者の負担軽減となる
ような改革を望みます。
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第
1
1
２
回  

大
田
原
市

住
む
人
が
輝
き

　来
る
人
が
や
す
ら
ぐ

幸
せ
度
の
高
い
ま
ち

住
む
人
が
輝
き

　来
る
人
が
や
す
ら
ぐ

幸
せ
度
の
高
い
ま
ち

　

大
田
原
市
は
首
都
圏
よ
り
１
５
０
㎞
圏

内
に
あ
り
、
調
和
の
と
れ
た
自
然
環
境
と

豊
富
な
工
業
用
水
、
自
然
災
害
が
少
な
い

等
の
立
地
条
件
を
活
か
し
た
田
園
工
業
都

市
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鮎

の
漁
獲
量
日
本
一
の
清
流
那
珂
川
・
箒
川

に
挟
ま
れ
た
中
・
西
部
の
那
須
野
ヶ
原
の

平
野
部
と
東
部
の
八
溝
山
系
の
山
間
部
に

大
別
さ
れ
て
お
り
、
都
市
機
能
の
集
積
度

が
高
く
活
力
あ
ふ
れ
る
エ
リ
ア
の
中
・
西

部
に
対
し
、
東
部
地
区
は
八
溝
山
系
の
美

し
い
山
並
み
が
連
な
る
日
本
の
原
風
景
が

残
る
地
域
で
す
。
中
で
も
黒
羽
地
区
は
、

源
平
屋
島
の
合
戦
の
英
雄
で
弓
の
名
手
「
那

須
与
一
」
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
俳
聖
「
松

尾
芭
蕉
」
が
「
お
く
の
細
道
紀
行
」
で
最
長

逗
留
（
13
泊
14
日
）
し
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
清
流
、
肥
沃
な
土
、
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
首
都
圏
の
食
卓
を
彩
る
農
産
物

の
一
大
生
産
地
で
も
あ
り
、
上
質
な
和
牛

や
乳
牛
の
飼
育
も
盛
ん
な
大
田
原
市
を
訪

ね
、
幸
せ
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
や
健
康

づ
く
り
、
収
納
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
う
か
が
っ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

自
然
・
歴
史
・
伝
統
を
継
承
し

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

大
田
原
市
で
は
総
合
計
画
「
新
大
田
原

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
の
も
と
、「
人
を
育

て
る
社
会
」「
活
力
あ
ふ
れ
る
社
会
」「
住

み
よ
い
社
会
」「
支
え
あ
う
社
会
」「
自
治

の
確
立
し
た
社
会
」
を
基
本
理
念
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
が

将
来
望
む
ま
ち
と
し
て
は
、「
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た
ま
ち
」
や
「
高
齢
者
・

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

希
望
す
る
声
が
多
い
こ
と
を
受
け
、「
だ
れ

も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
健
康
で
自
立

し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
大
学
、
行
政
、
企
業
そ
し

て
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
福

祉
と
医
療
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、人
口
減
少
・

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
平

成
27
年
４
月
に
は
「
大
田
原
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
を
設
置
。
大
田
原
市
に
住
む

幸
せ
を
み
ん
な
で
再
発
見
し
、
市
内
外
に

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
に
根
差

し
た
色
々
な
仕
事
を
つ
く
り
、
地
域
を
活

大 田 原 市第112回

大田原市の夏を彩る代表的なイベント「与一まつり」。約400人の与一武者行列は歴史絵巻
を再現しています。今年は平成28年8月5日（金）から6日（土）に開催します。

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

宇都宮市

大田原市
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全国のご当地キャラクターが大集合！全国ご当地キャラク
タースポーツ大会が平成28年9月4日（日）に開催されます。

平成26年3月18日に本殿と桜門が国重要文化財に指定された
那須神社。「おくのほそ道風景地名勝」にも指定されています。

性
化
さ
せ
、
定
住
・
定
着
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
自
ら
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
業
し
た
い
、
移
住
し
て
こ
れ
ま
で

に
な
い
「
幸
せ
」
な
生
き
方
を
実
践
し
た

い
方
等
を
隊
員
と
し
て
募
集
。
現
在
、
14

名
の
隊
員
の
方
が
活
動
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
り
な

が
ら
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

市
民
と
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

住
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に

　

健
全
な
国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
維
持

す
る
た
め
、
医
療
費
適
正
化
事
業
等
に
努

め
て
い
る
国
保
年
金
課
に
お
い
て
、
取
り

組
み
内
容
や
今
後
の
課
題
等
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

　
「
住
民
の
方
が
よ
り
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
30
年
度

の
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化
に
む
け

て
、
調
整
と
対
応
が
必
要
で
す
」
と
話
し
て

お
り
、
課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
５
名
体
制
に
よ

る
レ
セ
プ
ト
点
検
の
実
施
や
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
使
用
促
進
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
作
成
し
て
い
る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

利
用
希
望
シ
ー
ル
」
は
、
薬
局
等
で
確
認

が
で
き
る
よ
う
に
保
険
証
に
貼
れ
る
シ
ー

ル
タ
イ
プ
で
あ
り
、
保
険
証
の
年
次
更
新

の
際
に
同
封
し
、
全
戸
に
郵
送
で
配
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
保
に
加
入
さ
れ
る

方
用
に
窓
口
に
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
表

示
カ
ー
ド
付
き
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
備
え
、

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
誌
へ
の
掲
載
や
、
定
期
的
に
発
行

し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
医
療
情
報
紙
の

提
供
等
と
併
せ
、
国
民
健
康
保
険
の
適
正

な
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み
内
容
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
滞
納
＝
差
押
え
」
の
徹
底
で

収
納
率
向
上
へ
確
実
な
成
果
を

　

大
田
原
市
の
収
納
率
は
、
概
況
に
も
記

載
の
と
お
り
着
実
に
年
々
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を

収
納
対
策
課
の
方
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

健
全
な
納
税
者
は
窓
口
等
で
納
税
し
て

い
る
の
に
、
訪
問
徴
収
は
不
公
平
と
の
こ

と
か
ら
、
平
成
20
年
度
か
ら
体
制
を
見
直

し
、
臨
戸
徴
収
を
廃
止
。
分
納
誓
約
を
し

て
も
不
誓
約
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、

現
在
は
安
易
な
分
納
は
認
め
ず
、
確
実
に

徴
収
で
き
る
給
与
等
の
差
押
え
に
切
り
替

え
て
滞
納
整
理
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、
市
で
採
用
し
て
い
る
市
税
等

徴
収
対
策
専
門
員
は
、「
徴
収
嘱
託
員
」
や

「
徴
収
指
導
員
」
で
は
な
く
、
他
の
職
員

と
同
様
の
「
徴
税
吏
員
」
と
し
て
財
産
調

査
や
滞
納
処
分
の
執
行
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保

険
、
所
得
税
・
自
動
車
税
還
付
金
以
外
に
も
、

公
的
年
金
の
差
押
え
、
出
資
金
の
差
押
え
、

太
陽
光
発
電
に
伴
う
売
電
料
金
支
払
請
求

権
の
差
押
え
、
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交

付
金
の
調
査
な
ど
、
他
市
町
で
は
事
例
の

少
な
い
差
押
え
も
先
駆
け
て
実
施
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
積
極
的
に
滞
納
整
理
に

取
り
組
む
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
捜
索
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、「
先
週
も
バ
イ
ク
の
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
や
れ

ば
や
っ
た
だ
け
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

以
前
は
机
上
調
査
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
捜
索
を
実
施
す
る
と

高
い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
催
告

も
文
書
だ
け
で
は
な
く
電
話
で
も
行
な
う

こ
と
で
、
良
い
反
応
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
増
や
し
て
い
け
ば
、
さ
ら
に
効
果

が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
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私
た
ち
の
ま
ち
の

　
保
健
事
業
の
取
り
組
み

健
康
は
自
分
に
贈
る
こ
と
の
で
き
る

最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予

防
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

大
田
原
市
。「
健
康
は
自
分
に
贈
る
こ
と
の

で
き
る
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
認
識
の

も
と
、
推
進
し
て
い
る
事
業
内
容
に
つ
い

て
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
シ
ー
ト
」
を
作
成
・
活
用
し

健
康
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す

　

乳
幼
児
期
・
学
童
期
・
思
春
期
・
若
年
期
・

中
年
期
・
高
齢
期
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
に
あ
た
り
『
健
康
課
題
解
決
の
た
め

の
シ
ー
ト
』
を
作
成
し
、
各
ス
テ
ー
ジ
の

情
報
を
共
有
し
、
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ

と
で
、
課
内
の
専
門
職
が
共
通
認
識
を
持

ち
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
に
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

を
策
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
き
ち

ん
と
認
識
す
る
必
要
性
も
感
じ
た
と
の
こ

と
。「
シ
ー
ト
を
活
用
し
情
報
を
共
有
し
た

こ
と
で
課
題
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、
や
は

り
市
全
体
で
取
り
組
ま
な
い
と
解
決
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市

民
自
身
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

広
報
紙
等
を
利
用
し
普
及
啓
発
し
て
い
き

ま
す
」。
広
報
紙
「
広
報
お
お
た
わ
ら
」
に
、

毎
月
各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
課
題
を
掲
載

す
る
と
と
も
に
市
の
Ｈ
Ｐ
も
活
用
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

大
田
原
市
の
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
共
通
す
る
健
康
課
題
は
「
肥
満
」
と
「
高

血
圧
」、
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
自

身
の
適
正
体
重
を
理
解
し
、
適
正
体
重
を
維

持
す
る
」
と
「
適
切
な
量
と
質
の
食
事
を

理
解
し
、摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
。

そ
こ
で
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
市

民
に
対
す
る
健
康
づ
く
り
支
援
の
実
際
の

取
り
組
み
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

市
民
と
協
働
で
健
康
づ
く
り
の
推
進
を

　
「
成
人
期
に
お
け
る
『
健
康
』
の
判
断
は
、

科
学
的
根
拠
の
あ
る
健
康
診
査
受
診
結
果

か
ら
、
対
象
者
に
応
じ
た
保
健
指
導
に
よ

り
情
報
提
供
し
、
自
己
管
理
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
若
年
期
で
あ
る

30
歳
代
か
ら
健
康
診
査
を
受
診
で
き
る
体

制
を
取
っ
て
お
り
、
30
歳
代
の
方
が
健
康

診
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
40
歳
代
に
な
っ

て
、
国
保
・
社
保
に
か
か
わ
ら
ず
、『
健
診

受
診
制
度
が
あ
る
』
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

や
る
べ
き
こ
と
を
や
り

新
た
な
滞
納
者
を
生
ま
な
い

　

大
田
原
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
も
積
極
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
公
売
の
ポ
イ
ン
ト
を
う
か

が
う
と
、
入
札
者
の
立
場
に
立
っ
た
出
展

方
法
に
あ
り
ま
し
た
。
画
像
や
商
品
説
明

等
に
様
々
な
工
夫
を
施
す
こ
と
で
公
売
に

よ
る
徴
収
に
も
繋
が
り
、
徴
収
率
が
上
が
っ

て
い
る
と
、
話
し
を
聞
き
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　

５
月
か
ら
は
、
朝
礼
時
に
一
人
ず
つ
そ

の
日
の
業
務
内
容
を
報
告
し
、
課
内
全
体

で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
も
始
め
た
と
の

こ
と
。

　

取
材
中
、
何
度
か
う
か
が
っ
た
「
特
別
な

こ
と
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
や
る
べ
き
こ

と
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
職
場
も
大

変
活
気
が
あ
り
ま
す
し
、
や
れ
ば
や
る
だ

け
数
字
に
表
れ
る
の
で
、
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、
平
成
27
年

度
の
収
納
率
に
つ
い
て
も
前
年
度
を
確
実

に
上
回
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
課
内
が
一

体
と
な
り
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
徴
収
業

務
を
実
施
し
て
い
る
様
子
か
ら
、
今
後
さ

ら
な
る
収
納
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
は
「
食
べ
る
こ
と
」
と
「
身

体
を
動
か
す
こ
と
」。
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
市
民
の
健
康
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
講
演
会
や
運

動
講
座
を
考
え
開
講
し
て
い
ま
す
が
、
平

日
企
画
し
て
い
る
講
座
に
は
、
仕
事
を
し

て
い
る
世
代
の
方
は
な
か
な
か
参
加
で
き

な
い
の
が
現
状
。
そ
の
方
た
ち
に
対
し
、「
い

か
に
運
動
習
慣
の
大
切
さ
を
伝
え
る
の
か

が
ポ
イ
ン
ト
。
講
座
以
外
で
伝
え
る
方
法
も

さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
施
策
に
理
解
を
示
し
、
協

働
で
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
健
康

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
（
自
治
会
推
薦
の
婦
人
・

２
年
任
期
）
や
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
連

絡
協
議
会
（
前
記
載
リ
ー
ダ
ー
終
了
後
の

自
主
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
食
生
活
改
善
推
進

メタボポイステ推進連絡会主催健康ウォーキン
グ。市内のウォーキングコースを歩いて、メタボ予
防・生活習慣病予防の啓発を行います。
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◎大田原市の概況

73,988
27,144
11,797
22,468
30.4

112,279
89.4

282,629
46.7
33.4

総人口（人）
総世帯数（世帯）

一人当たりの療養諸費費用額（円）
特定健診受診率（％）
特定保健指導実施率（％）

平成24年度
73,499
27,306
11,771
22,043
30.0

116,089
91.0

295,290
48.7
11.0

平成25年度
72,996
27,500
11,731
21,689
29.7

102,432
91.6

298,309
50.0
31.0

平成26年度

加入世帯数（世帯）
被保険者数（人）
被保険者加入率（％）
一人当たり調定額（円）
収納率（％）

国保被保険者

保険料（税）
収納状況（現年分）

員
連
絡
協
議
会
、
メ
タ
ボ
ポ
イ
ス
テ
推
進

連
絡
会
、
す
み
れ
の
会
と
い
っ
た
方
々
に

よ
る
普
及
啓
発
活
動
は
、
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。「
ま
ず
は
健
康
診
査
を

受
け
た
方
か
ら
保
健
指
導
対
象
者
を
決
定

し
、
さ
ら
に
対
象
者
の
中
で
も
重
症
度
な

ど
で
優
先
的
に
係
わ
る
方
を
選
定
し
ま
す
。

一
般
の
方
に
対
し
て
は
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
広
報
や
講
演
会
、
運

動
講
座
と
い
っ
た
健
康
教
育
を
。
各
地
区

か
ら
声
が
か
か
れ
ば
、
曜
日
や
時
間
は
関

係
な
く
実
施
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
話
か

ら
は
、
市
民
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

と
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

特
定
保
健
指
導
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

毎
年
見
直
し
て
い
ま
す

　

大
田
原
市
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
栃
木

県
内
に
お
い
て
は
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

健
診
受
診
率
を
維
持
で
き
て
い
る
理
由
を

う
か
が
う
と
、
地
域
の
絆
が
継
承
さ
れ
て

い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
自
治
会
の

協
力
が
大
き
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
自
治

会
に
加
入
し
て
い
る
方
へ
の
健
診
の
周
知

度
は
98
％
ほ
ど
で
す
が
、
自
治
会
未
加
入

の
方
は
３
割
程
度
が
現
状
で
す
。「
自
治
会

未
加
入
の
方
や
、
特
に
40
〜
50
歳
代
の
働

き
盛
り
の
男
性
の
方
が
受
診
し
て
い
な
い

と
い
う
結
果
が
Ｋ
Ｄ
Ｂ
（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
見
え
ま
し
た
。
今
後
、

自
治
会
未
加
入
の
方
に
対
し
ど
の
よ
う
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
を
、
国
保
の
担
当

者
と
と
も
に
考
え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
加
え
て
、
市

で
は
、
特
定
保
健
指
導
実
施
率
が
低
い
こ

と
が
課
題
で
す
。

　
「
特
定
健
診
受
診
結
果
は
、
健
診
結
果
説

明
会
で
返
す
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
年
度
ご
と
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
て

い
ま
す
。
そ
の
該
当
者
に
は
、
健
診
結
果

説
明
会
を
待
た
ず
に
事
前
に
訪
問
し
た
り
、

市
役
所
に
来
て
い
た
だ
い
て
直
接
返
し
た

り
し
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
毎
年
分
析
し

て
決
定
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
保
健
指
導
判

定
値
の
方
に
も
う
少
し
力
を
入
れ
て
い
こ

う
と
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。「
今
ま

で
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
保
健
指
導
判
定

値
の
方
よ
り
も
、
重
症
化
予
防
と
し
て
の

受
診
勧
奨
判
定
値
の
方
に
対
す
る
指
導
を

重
点
化
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
健

指
導
判
定
値
の
方
も
大
切
と
い
う
と
こ
ろ

に
立
ち
か
え
り
、『
忙
し
い
』
と
か
『
自
分

で
取
り
組
む
』
と
い
う
理
由
か
ら
拒
否
す
る

方
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
対
象
者
に

は
も
う
少
し
内
臓
脂
肪
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
」
と
の
見
解
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
保

健
指
導
判
定
値
の
方
は
、
症
状
も
現
れ
て

い
な
い
た
め
、
意
識
も
薄
く
、
改
善
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
が
多
い
と
の
こ
と
。

　
「
平
成
28
年
度
は
保
健
師
よ
り
も
管
理
栄

養
士
が
よ
り
専
門
的
に
特
定
保
健
指
導
対

象
者
に
対
し
、
食
事
の
こ
と
を
中
心
に
指
導

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

重
症
化
予
防
対
象
者
は
各
種
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
か
ら
市
の
対
象
者
を
決
め
、
重
症

化
予
防
対
象
者
で
、
か
つ
、
特
定
保
健
指

導
対
象
者
に
は
保
健
師
が
係
わ
っ
て
い
き

ま
す
」
と
、
年
度
ご
と
に
分
析
を
実
施
し
、

よ
り
よ
い
保
健
指
導
に
繋
げ
る
た
め
の
施

策
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

継
続
支
援
が
今
後
の
課
題

　

最
後
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
う
か
が

う
と
、
大
田
原
市
は
同
規
模
保
険
者
と
比
較

ためして運動塾で「誰もが、どこでも、いつで
もできる」ラジオ体操を実施。

す
る
と
、
透
析
の
医
療
費
割
合
が
高
い
と
い

う
結
果
を
受
け
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド
「
腎

機
能
重
症
度
分
類
」
か
ら
対
象
に
応
じ
た

対
策
が
必
要
と
の
こ
と
。
ま
た
、「
重
症
化

予
防
と
し
て
係
わ
っ
て
い
た
方
に
つ
い
て
、

単
年
度
で
は
な
く
継
続
し
て
経
過
を
把
握

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
課
内
で
共

有
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
そ
の
方
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。「
健
康
は
自
分
に
贈
る
こ
と
の
で
き

る
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
認
識
の
も
と
、

現
状
を
分
析
し
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

様
々
な
対
策
を
講
じ
た
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
想
い
が
う
か
が
え
ま

し
た
。
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の
電
子
化
も
進
ん
で
お
り
、
両
者
を
活
用

し
た
分
析
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
蓄
積

さ
れ
た
医
療
費
デ
ー
タ
と
健
診
デ
ー
タ
を

突
合
す
る
こ
と
で
、
市
町
に
住
む
国
保
加

入
者
の
健
康
状
態
を
、
経
年
変
化
と
し
て

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国

共
通
の
健
診
項
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

の
保
険
者
と
の
比
較
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
課
題
を
見
出
し
、

有
効
な
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

保
健
事
業
の
基
本
的
考
え
方

　

特
定
健
診
開
始
か
ら
７
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
各
保
険
者
の
も
と
に
は
、
膨
大
な

デ
ー
タ
が
集
積
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ

の
分
析
は
い
か
が
で
す
か
。

　

平
成
25
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
日
本

再
興
戦
略
」
は
、
安
倍
首
相
が
掲
げ
た
「
三

本
の
矢
」
の
内
の
１
本
で
す
。
そ
の
中
で
、

「
保
険
者
は
、
健
康
管
理
や
予
防
の
必
要
性

を
認
識
し
つ
つ
も
、
個
人
に
対
す
る
動
機

づ
け
の
方
策
を
十
分
に
講
じ
て
い
な
い
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
厳
し
い
指
摘
で

す
。
特
に
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、

企
業
で
働
く
方
々
と
比
べ
、
よ
り
様
々
な

社
会
的
背
景
が
あ
り
ま
す
。
特
定
健
診
も
、

企
業
の
よ
う
な
強
力
な
健
診
受
診
勧
奨
・

誘
導
が
で
き
ず
、
全
国
的
に
見
て
も
国
保

の
受
診
率
は
30
％
台
で
す
。
栃
木
県
の
特

定
健
診
受
診
率
は
と
い
う
と
、
32
・
８
％
、

全
国
順
位
33
位
で
し
た
（
平
成
26
年
度
）。

そ
の
点
も
加
味
し
て
、
健
康
・
医
療
情
報

の
分
析
・
活
用
及
び
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
沿
っ
た
事
業
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
解
説
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
図
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
な
り

ま
し
た
。
レ
セ
プ
ト
や
健
診
デ
ー
タ
等
を
活

用
し
た
分
析
を
行
い
、
保
険
者
の
医
療
費
の

状
況
の
把
握
、
健
康
リ
ス
ク
を
階
層
化
し
、

保
健
事
業
の
効
果
が
高
い
対
象
者
の
抽
出

な
ど
を
行
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
事
業
を

実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
科
学
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で

事
業
の
実
効
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
が
ま
さ
に
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
ね

ら
い
で
す
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
分
析
と
い
っ

て
も
、
医
療
費
、
健
診
デ
ー
タ
で
は
不
十

分
で
す
。
そ
の
地
域
が
も
つ
特
性
や
習
慣

が
健
康
問
題
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
者
が
多
い
、
塩

辛
い
食
べ
物
を
好
む
、
医
療
機
関
が
少
な

な
ぜ
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
？

　

日
本
人
の
死
因
の
半
数
以
上
を
、
悪
性
新

生
物
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
が
占
め
、
そ
の
対
策
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
登

場
し
た
の
が
、
通
称
「
メ
タ
ボ
健
診
」
と

呼
ば
れ
る
「
特
定
健
康
診
査
」
で
す
。
生

活
習
慣
病
予
防
を
目
指
し
、
平
成
20
年
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
定
健
診
の

素
晴
ら
し
い
点
の
一
つ
に
、
健
診
デ
ー
タ

の
電
子
的
標
準
化
が
あ
り
ま
す
。
全
国
で

標
準
化
さ
れ
た
特
定
健
診
基
本
項
目
の
結

果
を
電
子
的
デ
ー
タ
で
蓄
積
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
費
デ
ー

タ
で
あ
る
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）

糖尿病発症予防や重症化予防を目的とした
適切な保健事業を展開するための
データヘルス計画について

糖尿病発症予防や重症化予防を目的とした
適切な保健事業を展開するための
データヘルス計画について

獨協医科大学看護学部　在宅看護学　准教授 種市　ひろみ獨協医科大学看護学部　在宅看護学　准教授 種市　ひろみ

特別寄稿①

第　回第1回

悪性新生物
28.9%

心疾患
15.5%脳血管

疾患

9.0%
腎不全
1.9%

肺炎
9.4%

その他
35.3%

死因に占める生活習慣病の割合

平成26年度
人口動態統計より
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い
、
山
間
地
が
多
い
な
ど
様
々
な
要
因
が
地

域
差
を
も
た
ら
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
保
健

事
業
を
実
施
す
る
上
に
お
い
て
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の
効
果
で
す
。

そ
れ
は
、
ど
の
保
険
者
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
経
営
資
源
に
は
「
人
・
物
・

金
・
情
報
・
時
間
」
が
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、

限
ら
れ
た
資
源
を
効
率
よ
く
活
用
す
る
こ

と
を
経
営
上
求
め
ら
れ
ま
す
。
同
様
に
、
忙

し
い
中
で
、
ど
の
よ
う
に
保
健
事
業
を
展
開

す
る
の
か
、
知
恵
を
絞
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
活
用

　

今
年
の
初
め
「
平
成
27
年
度　

保
健
事

業
専
門
研
修
（
第
２
回
）」
に
お
い
て
、デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
デ
ー
タ
分
析
に
つ
い
て

お
話
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス

テ
ム
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
便

利
な
シ
ス
テ
ム
で
、
医
療
費
、
特
定
健
診
・

保
健
指
導
に
加
え
、
介
護
保
険
に
関
す
る

デ
ー
タ
も
突
合
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
と
も
す
れ
ば
、
デ
ー
タ
分
析
は
、
数

字
の
海
に
投
げ
出
さ
れ
、
泳
い
で
も
泳
い

で
も
岸
に
た
ど
り
着
か
な
い
よ
う
な
気
分

に
な
り
ま
す
。
何
か
ら
手
を
付
け
た
ら
良

い
の
か
、
ど
こ
に
進
む
べ
き
か
、
迷
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
、
頼
り
に
な
る
の
が
こ
の
シ

ス
テ
ム
で
す
。
詳
細
な
説
明
は
紙
面
の
関

係
で
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
活
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

栃
木
県
内
の
保
健
事
業

　

栃
木
県
内
で
も
、
す
で
に
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ

て
行
い
、
事
業
運
営
し
て
い
る
保
険
者
も

い
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
で
、
本
当
に
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
分
析
の
結

果
を
み
な
が
ら
感
じ
た
こ
と
は
、
糖
尿
病

や
糖
尿
病
が
原
因
と
な
る
慢
性
腎
不
全
（
人

工
透
析
）
を
問
題
・
課
題
と
感
じ
て
い
る

保
険
者
が
多
い
こ
と
で
し
た
。
人
工
透
析

を
必
要
と
す
る
方
の
一
人
あ
た
り
の
医
療

費
が
抜
群
に
高
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
保
険
者
に
と
っ
て
は
、
一
人
の

種
たね

市
いち

　ひろみ
獨協医科大学看護学部　在宅看護学　准教授

千葉大学看護学部卒業。札幌医科大学大学院保健医療学研究科修士課程修了後、獨
協医科大学医学部公衆衛生学にて博士号取得。2008年より現職。
平成26年より栃木県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会委員、平成
28年度より医療費分析アドバイザーとして、栃木県国民健康保険団体連合会の皆さ
んと一緒に活動させていただいております。

プロフィール

PDCAサイクル

Plan
計画

Check
評価

Do
実施

Act
改善

（%）

透析導入患者の主要原疾患の割合推移 方
が
人
工
透
析
に
な
る
こ
と
を
予
防
で
き

た
ら
、
年
間
の
医
療
費
を
大
き
く
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
何
よ
り
、

患
者
さ
ん
自
身
が
幸
せ
で
す
。

　

日
本
透
析
学
会
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、

透
析
の
原
因
疾
患
の
多
く
を
糖
尿
病
が
占

め
て
お
り
、
糖
尿
病
対
策
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。
そ
こ
で
、
次
回
か
ら
は
、
糖
尿
病

発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
た

保
健
事
業
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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最
近
、「
接
骨
・
整
骨
院
で
は
ど
ん
な
時

に
健
康
保
険
で
か
か
れ
る
の
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

接
骨
・
整
骨
院
の
存
在
は
知
っ
て
い
て

も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
ま
だ
知
ら
な

い
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、「
接
骨
・
整
骨
院
の
正
し
い
か

か
り
方
」
と
題
し
、
少
し
で
も
接
骨
・
整

骨
院
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

適
切
な
ご
利
用
に
繋
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
以
下
に
ま
と
め
ま
し
た
。

健
康
保
険
の
対
象
と
な
る
負
傷

　

医
師
や
柔
道
整
復
師
の
診
断
又
は
判
断

に
よ
る
、
急
性
又
は
亜
急
性
の
外
傷
性
の

骨
折
・
脱
臼
・
打
撲
・
捻
挫
・
挫
傷
（
肉

ば
な
れ
）
な
ど
で
、
内
科
的
疾
患
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
も
の
が
対
象
で
す
。

　

骨
折
及
び
脱
臼
に
つ
い
て
は
、
応
急
手

当
を
す
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
後
継
続
し
て
治
療
（
施
術
）
を
行
う

場
合
は
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
亜
急
性
の
外
傷

　

亜
急
性
の
外
傷
と
は
、
何
か
し
ら
の
微

細
な
外
力
が
体
に
蓄
積
し
て
、
あ
る
日
突

然
痛
み
を
発
症
す
る
ケ
ガ
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
微
細
な
外
力
が
何
な
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
々
何
気
な
く
生

活
を
し
て
い
る
中
で
無
理
な
姿
勢
で
物
を

取
ろ
う
と
し
た
り
す
る
動
作
や
、
不
自
然

な
動
き
を
す
る
こ
と
で
体
に
捻
れ
や
圧
迫

力
・
伸
展
力
が
働
き
徐
々
に
体
に
ス
ト
レ

ス
が
蓄
積
し
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
体
が
歪

ん
で
き
ま
す
。

　

体
が
歪
ん
で
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
状
態

で
も
ま
だ
ケ
ガ
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
状
態
が
長
く
続
い
て
く
る
と
、
だ
ん

だ
ん
と
関
節
な
ど
が
動
か
し
に
く
く
な
り
、

さ
ら
に
無
理
な
動
き
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
関
節
や
そ
の
周
囲
の
筋
肉
や
靭

帯
・
軟
部
組
織
等
に
損
傷
が
起
こ
り
ケ
ガ

が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
急
に
ひ
ね
っ
た
り
転
ん
だ

り
し
な
く
て
も
、
繰
り
返
し
の
動
作
や
持

続
的
な
負
担
が
続
く
こ
と
で
、
捻
挫
や
肉

ば
な
れ
な
ど
と
同
様
の
状
態
に
な
っ
た
も

の
が
亜
急
性
の
外
傷
な
の
で
す
。

　

不
明
な
場
合
は
、
ぜ
ひ
担
当
す
る
柔
道

整
復
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
等
の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

・
単
な
る
（
疲
労
性
・
慢
性
的
な
要
因
か

ら
く
る
）
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
。

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
症
状

の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術
。

・
他
の
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
同
じ
負
傷

を
治
療
中
の
も
の
。
（
た
だ
し
、
医
師

か
ら
紹
介
・
指
示
が
あ
っ
た
も
の
や
、

柔
整
師
よ
り
患
者
を
医
師
に
紹
介
し
、

協
力
を
得
な
が
ら
施
術
を
行
う
も
の
は

「
対
診
」
と
言
い
健
康
保
険
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
）

・
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕
事
中
・
通

勤
途
上
で
の
負
傷
。

こ
れ
は
健
康
保
険
の
対
象
で
す

　

変
形
性
関
節
症
・
凍
結
肩
（
肩
関
節
周

囲
炎
）・
ヘ
ル
ニ
ア
等
の
病
名
は
柔
道
整
復

療
養
費
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
周
囲
で
起
き
た
急
性
・
亜
急
性
の
ケ
ガ

や
、
運
動
後
の
筋
肉
や
関
節
の
損
傷
は
健

康
保
険
等
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

通
院
す
る
と
き
の
ご
注
意

１　
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
治
療
中
の
場
合

　

他
の
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
治
療
中
の

方
が
接
骨
院
に
通
院
し
た
い
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
担
当
の
医
師
に
相
談
し
許
可
を

受
け
て
か
ら
通
院
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
来
院
時
に
は
他
の
医
療
機
関
に

通
院
し
て
い
た
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

２　
医
師
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

施
術
中
の
経
過
が
思
わ
し
く
な
く
施
術

が
長
期
と
な
る
場
合
も
、
内
科
的
要
因
の

特別寄稿②

公益社団法人　栃木県柔道整復師会　会長

第　回第1回

片岡　祥二

接骨・整骨院の正しいかかり方接骨・整骨院の正しいかかり方接骨・整骨院の正しいかかり方
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可
能
性
や
定
期
的
な
経
過
観
察
の
必
要
性

を
確
認
す
る
た
め
、
医
師
の
診
察
や
指
示
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
病
院
・
診
療
所
な
ど
を

ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

３　
往
療
（
往
診
）
を
受
け
る
に
は

　

骨
折
・
脱
臼
・
捻
挫
な
ど
で
歩
行
困
難
と

な
っ
た
り
、
安
静
を
必
要
と
す
る
や
む
を
得

な
い
理
由
が
あ
る
と
き
に
は
、
往
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
通
院
が
面
倒
と
か
往
療
の
必
要

が
認
め
ら
れ
な
い
の
に
患
者
さ
ん
の
希
望

の
み
で
依
頼
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
往
療
の

距
離
が
16
㎞
を
超
え
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

４　
署
名
が
必
要
で
す

　

接
骨
・
整
骨
院
で
の
健
康
保
険
使
用
は

「
受
領
委
任
」
と
言
っ
て
、
柔
道
整
復
師
が

患
者
様
に
代
わ
っ
て
保
険
請
求
を
行
う
た

め
、
施
術
を
受
け
た
と
き
に
は
『
柔
道
整
復

施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
（
医
科
の
レ
セ
プ

ト
に
あ
た
る
も
の
）』
の
受
取
代
理
人
欄
に
、

原
則
患
者
様
の
自
筆
に
よ
り
世
帯
主
ま
た

は
被
保
険
者
の
名
前
な
ど
の
記
入
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

利
き
手
の
負
傷
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
な

ど
の
場
合
で
、
ご
自
身
で
書
け
な
い
と
い
う

と
き
に
は
、
拇
印
ま
た
は
印
鑑
を
押
し
て

い
た
だ
き
、
柔
道
整
復
師
が
代
理
で
記
載

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

５　
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
）
に
つ
い
て

　

施
術
後
は
、
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
等

を
無
料
（
明
細
書
の
場
合
有
償
）
発
行
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
険
の
適
用

分
だ
け
で
な
く
、
保
険
外
の
も
の
も
同
じ

領
収
書
に
記
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
不
明
な
場
合
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

領
収
書
等
は
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

６　
ア
ン
ケ
ー
ト
（
調
査
表
）
が
届
き
ま
す

　

最
近
、
施
術
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
保

険
者
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
等
が
届
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
特
に
問
題
が
あ
っ
て
調
べ
る

わ
け
で
は
な
く
、
確
認
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

確
認
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
施
術
を
受
け

て
か
ら
何
か
月
か
経
っ
て
か
ら
届
き
ま
す

の
で
、
記
憶
が
曖
昧
に
な
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、か
か
ら
れ
た
接
骨
・

整
骨
院
に
連
絡
し
て
、
そ
の
と
き
の
状
況

を
確
認
し
て
か
ら
正
し
く
回
答
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
の
た
め
に
も
多
く
の
接

骨
・
整
骨
院
で
は
、
初
検
時
の
状
況
を
後

か
ら
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
予
診
票

を
患
者
様
ご
自
身
に
記
載
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
ち
ら
も
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

７　
公
正
な
審
査
を
受
け
て
い
ま
す

　
　
（
公
的
審
査
会
）

　

県
内
の
接
骨
・
整
骨
院
か
ら
提
出
さ
れ

た
『
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
』

は
、県
内
の
保
険
者
代
表
・
学
識
経
験
者
（
医

師
）・
施
術
者
代
表
（
柔
道
整
復
師
）
の
三

者
で
構
成
さ
れ
た
『
柔
道
整
復
療
養
費
審

査
委
員
会
（
公
的
審
査
会
）』
に
お
い
て
、

適
正
な
支
給
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
、

毎
月
公
正
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

８　
『
症
状
固
定
』
と
い
う
状
態
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
症
状
固
定
と
い
う
状
態
に
つ

い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
保
険
で
は
、
外
傷
な
ど
を
治
療
し
て

も
こ
れ
以
上
改
善
が
認
め
ら
れ
な
い
、
ま

た
は
治
療
し
て
も
症
状
を
繰
り
返
し
て
い

る
だ
け
の
も
の
を
『
症
状
固
定
』
と
い
い
、

『
治
ゆ
（
治
っ
た
）』
と
同
様
に
、
こ
れ
以

上
治
療
の
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
接
骨
・
整
骨
院
で
も
病
院
で

も
同
じ
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
経
過
は
緩
慢
で
も
徐
々
に
改
善

が
見
ら
れ
る
も
の
、
治
療
の
効
果
が
確
認

さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
継
続
し

た
治
療
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、
健
康
保

片
かた

岡
おか

　祥
しょうじ

二

1948年　市貝町生まれ。
茂木高、日本柔道整復学校卒。
1973年、真岡市に片岡整骨院を開設。
2015年から現職。

プロフィール 険
等
が
使
え
ま
す
。

　

健
康
保
険
の
適
用
範
囲
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
あ
な
た
の
街
の
接
骨
院
・
整
骨
院

を
こ
れ
か
ら
も
正
し
く
便
利
に
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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安
心
し
て
暮
ら
せ
る

健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

下
野
市
は
平
成
18
年
１
月
10
日
に
南
河

内
町
・
石
橋
町
・
国
分
寺
町
の
３
町
が
合

併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
栃
木
県
の
中
南

部
に
位
置
し
、
都
心
か
ら
約
85
キ
ロ
圏
内

に
あ
り
ま
す
。
北
は
県
都
宇
都
宮
市
、
南

は
小
山
市
、
東
は
真
岡
市
と
上
三
川
町
、
西

は
栃
木
市
と
壬
生
町
に
隣
接
し
て
お
り
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
、
古
来
よ
り
仏
教

文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
歴
史
の
ま
ち

で
す
。

　

ま
た
、
交
通
網
は
中
央
を
南
北
に
国
道

４
号
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
が
走
り
、
そ
の
周

辺
に
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
お
り
、
自
治

医
大
駅
を
中
心
に
都
市
型
の
生
活
環
境
整

備
が
進
ん
だ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
広
が
り
、
首

都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
平
成
24
年
度
に
『
健
康
し
も

つ
け
21
プ
ラ
ン
』（
第
２
次
下
野
市
健
康
増

進
計
画
）
を
策
定
し
、「
栄
養
・
食
生
活
」「
運

動
」「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」「
喫

煙
・
飲
酒
」「
健
康
診
査
を
中
心
と
し
た
生

活
習
慣
病
予
防
」
の
５
つ
の
重
点
領
域
を

設
け
、「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
積
極
的
に

健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、『
幸
せ
を
実
感
で

き
る
生
活
』
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
で
明

保健師活動報告

下野市健康増進課　管理栄養士　山崎　泰世

る
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
の

５
か
年
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

減
塩
の
必
要
性
を
周
知

　
「
目
で
見
る
栃
木
県
の
医
療
費
状
況
」（
栃

木
県
国
保
連
合
会
発
行
）
に
よ
る
と
、
本

市
の
平
成
26
年
度
５
月
診
療
分
の
生
活
習

慣
病
が
占
め
る
費
用
額
で
最
も
割
合
の
高

い
疾
病
は
腎
不
全
で
、
全
体
の
８
・
２
４
％

（
県
６
・
２
２
％
）
を
占
め
、
次
い
で
割
合

の
高
い
疾
病
は
高
血
圧
で
７
・
８
％
（
県
８
・

４
４
％
）
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高

血
圧
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
食
塩
摂
取
量
の

多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
栃
木
県

民
は
１
日
あ
た
り
男
性
11
・
９
ｇ
、
女
性
９
・

９
ｇ
摂
っ
て
お
り
、
食
塩
摂
取
の
目
標
量

（
男
性
８
ｇ
未
満
・
女
性
７
ｇ
未
満
）
を
超

え
て
摂
取
し
て
い
ま
す
。（
平
成
24
年
度
県

民
健
康
・
栄
養
調
査
よ
り
）

　

そ
の
た
め
、
市
民
に
減
塩
の
必
要
性
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
平
成
26
年
度
か

ら
新
規
国
保
事
業
と
し
て
「
し
も
つ
け
減

塩
部 

―
高
血
圧
予
防
教
室
―
」
を
開
催
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
も
つ
け
減
塩
部
と
は

○
対
象
者　

　

特
定
健
診
受
診
者
で
、
血
圧
が
要
指
導
・

要
医
療
（
収
縮
期
血
圧
１
３
０
㎜
Hg
以
上
、

拡
張
期
血
圧
85
㎜
Hg
以
上
）
の
方
で
内
服

治
療
を
し
て
い
な
い
方
ま
た
は
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
値
が
要
指
導
（
男
性
１
・
１
０
〜

１
・
３
９
㎎/

dl
、
女
性
０
・
８
０
〜
１
・

０
９
㎎/

dl
）
の
方
に
該
当
す
る
方

○
日
程

特
定
健
診
受
診
者
の
フ
ォ
ロ
ー
の
場
と
し

て
、
10
月
と
１
月
に
３
回
１
コ
ー
ス
を
２

ク
ー
ル
実
施

○
内
容

１
日
目　

講
話

・
高
血
圧
の
病
態
と
食
生
活

・
食
塩
相
当
量
の
計
算
方
法
、
血
圧
測
定

と
記
録
の
仕
方

・
フ
ー
ド
モ
デ
ル
、
料
理
カ
ー
ド
を
使
用

し
塩
分
量
の
確
認

２
日
目　

各
家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

食品の塩分量について学んでいます
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前
回
の
提
出
物
を
返
却

・
尿
中
塩
分
測
定
の
検
査
結
果

・
２
日
分
の
食
事
記
録
を
塩
分
計
算
、
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
に
当
て
は
め
た
も

の
講
話

・
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

・
嗜
好
品
の
塩
分
と
カ
ロ
リ
ー

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
実
習

・
調
味
料
の
正
し
い
計
り
方

・
減
塩
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト

３
日
目

尿
中
塩
分
測
定
の
検
査
結
果
の
返
却

・
個
人
の
値
、
全
体
の
値
を
１
回
目
と
比

較
し
説
明

塩
分
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
実
施

み
そ
汁
の
飲
み
比
べ

・
分
量
３
種
類
（
０
・
６
％
、
０
・
８
％
、

１
・
０
％
）
で
、
か
つ
お
と
昆
布
の
天
然

だ
し
と
市
販
の
だ
し
の
計
６
種
類
を
用

意
し
、
普
段
の
み
そ
汁
に
近
い
も
の
を

選
び
普
段
の
塩
分
量
を
確
認

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
前
日
の
献
立
や
気
を
付
け
た
ポ
イ
ン
ト

を
各
自
で
書
き
出
し
、
他
の
参
加
者
に

工
夫
し
て
い
る
点
と
注
意
し
た
方
が
良

い
点
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う

・
グ
ル
ー
プ
に
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

入
り
、
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
等
の
振
り
返

り
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

・
手
元
に
戻
っ
て
き
た
プ
リ
ン
ト
を
見
て

自
分
の
感
想
を
ま
と
め
て
目
標
を
発
表

す
る

○
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

減
塩
習
慣
の
継
続
を
促
す
た
め
に
教
室
の

修
了
者
を
対
象
と
し
て
、
半
年
後
に
尿
中

塩
分
測
定
を
実
施

○
周
知
方
法

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
特
定
健
診
の
結

果
説
明
会
の
場
で
の
勧
奨
や
個
別
通
知
な

ど生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

　

参
加
者
は
28
人
中
、
男
性
21
・
４
％
、
女

性
が
78
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
年
齢
構
成

は
50
〜
59
歳
が
10
・
７
％
、
60
〜
69
歳
が

46
・
４
％
、
70
〜
79
歳
が
39
・
３
％
、
80
歳

以
上
が
３
・
６
３
％
で
し
た
。

　

ま
た
、参
加
理
由
は
「
高
血
圧
が
要
指
導
・

要
医
療
だ
っ
た
」
が
36
・
７
％
、「
自
分
の

塩
分
摂
取
量
を
確
認
し
て
み
た
か
っ
た
」
が

26
・
５
％
、「
高
血
圧
予
防
に
つ
い
て
興
味

が
あ
っ
た
」
が
24
・
５
％
、「
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
の
項
目
が
要
指
導
・
要
医
療
だ
っ
た
」
が

４
・
１
％
、「
そ
の
他
」
８
・
２
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

１
回
目
と
２
回
目
の
尿
中
塩
分
測
定
値

の
差
は
、
２
回
目
で
減
少
し
た
者
が
17
名
、

変
化
な
し
が
１
名
、
２
回
目
が
増
加
し
た

者
が
10
名
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
教
室
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
参
加
者
の
９
割
近
く
が
「
生
活
習
慣

の
改
善
で
す
ぐ
に
取
り
組
め
そ
う
」
と
回

答
し
て
お
り
、
今
後
の
具
体
的
な
行
動
と

し
て
は
「
調
味
料
を
か
け
な
い
で
付
け
る

よ
う
に
す
る
」
や
「
減
塩
調
味
料
や
酢
や

香
辛
料
な
ど
を
活
用
す
る
」「
麺
類
は
つ
ゆ

を
残
す
」「
朝
晩
に
血
圧
測
定
を
す
る
」「
運

動
す
る
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
室
終
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
へ
の
参
加
者
は
28
名
の
う
ち
20
名
で
、
７

割
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
結
果
で
は
、
減
少

し
た
参
加
者
が
４
名
、
増
加
し
た
参
加
者

が
16
名
で
し
た
。

減
塩
意
識
の
継
続
が
課
題

　

教
室
中
の
尿
中
塩
分
測
定
値
の
変
化
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
１
コ
ー
ス
に

血
圧
の
計
り
方
、
減
塩
で
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
生
活
、
調
理
実
習
な
ど
時
間
を
か
け

て
段
階
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
、
伝

わ
り
や
す
い
教
室
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
室
参
加
者
の
８
割
が
女
性
で

年
齢
別
で
は
60
歳
以
上
が
９
割
に
上
り
ま

し
た
。
こ
の
層
の
中
に
は
家
庭
で
実
際
に

調
理
を
担
当
す
る
方
が
多
く
、
家
族
の
減

塩
に
も
繋
が
っ
た
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

　

教
室
中
に
２
回
の
尿
中
塩
分
の
測
定
を

行
い
、
６
割
の
参
加
者
の
摂
取
塩
分
量
が

１
回
目
よ
り
２
回
目
の
方
が
減
少
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
教
室
終
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
尿
中
塩
分
測
定
で
は
、
８
割
の

参
加
者
が
塩
分
量
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ず
増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
よ
り
、
教
室
に
参
加
し
て
い

る
間
は
定
期
的
に
減
塩
に
つ
い
て
意
識
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
教
室
終
了
後
に
減

塩
意
識
を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
が
改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
高
血
圧
予
防
の
生
活
習
慣
を

継
続
で
き
る
よ
う
な
情
報
提
供
や
環
境
作

り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
時
期
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

少しの工夫で減塩メニューに
つながります
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保険者だより

健康づくりのつどい健康づくりのつどい合併10周年合併10周年

「食のちからは、人のチカラ」「食のちからは、人のチカラ」～みて！体験して！味わおう！食Ｐｏｗｅｒ～～みて！体験して！味わおう！食Ｐｏｗｅｒ～

　鹿沼市では、毎年11月に「健康づくりのつどい」を開催しています。健康増進計画「健康かぬま21」
の、『すべての住民が、住み慣れた地域でいつまでもいきいきと「その人らしく」健康で自立して暮ら
す』ことを基本目標に設定し、特に「重点領域」を、○食生活　○心・体活動　○喫煙　○健診・検診  
○歯と口腔の5領域とし、毎年テーマを変えて実施しています。平成27年度は「食生活」をテーマに実施
しましたのでご紹介します。
　なお、今年度は11月6日（日）「歯と口腔」をテーマに開催予定です。

太鼓の演奏でオープニング
保育園の子どもたちの元気な太鼓で開会！

まちの保健室
血圧や、体脂肪測定で健康チェック！

体力測定
さあ、あなたの体力は何歳？

ヘルスメイトの食コーナー
3つの器で健康になろう！

大腸トンネルでクイズに答えよう！

ごはんを食べて
元気もりもり

その他、頸動脈超音波
肺がん検診、糖尿病簡
易検査、血流状態、
骨密度検査でチェック！

歯科コーナー
歯科医師によるお口の検査。
いつまでもおいしく食べるために！！　

市民健康フォーラム2015
医師による講演会「糖尿病を知ろう・
学ぼう・考えよう」
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私
は
、
那
須
町
役
場
住
民
生
活
課
長
の

小
仁
所
（
こ
に
し
ょ
）
と
申
し
ま
す
。

　

医
療
保
険
業
務
に
関
わ
る
の
は
、
三
度

目
、
通
算
す
る
と
11
年
に
な
り
ま
す
。
医

療
保
険
係
は
機
構
改
革
等
で
、
保
健
福
祉

課
、
住
民
生
活
課
を
行
っ
た
り
来
た
り
し

て
現
在
は
住
民
生
活
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
課
長
と
な
り
医
療
保
険

と
再
度
関
わ
っ
て
み
て
、
昔
と
違
っ
て
制

度
も
随
分
複
雑
に
な
り
、
さ
ら
に
平
成
30

年
度
に
は
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
再
度
勉
強
し

直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
本
題
の
趣
味
や
健
康
法
と
い
う

と
現
在
自
信
を
も
っ
て
「
こ
れ
で
す
」
と

言
え
る
も
の
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
強
い

て
言
え
ば
テ
レ
ビ
鑑
賞
で
し
ょ
う
か
。　

　

独
身
の
頃
は
、
編
み
物
が
ブ
ー
ム
で
手

編
み
の
セ
ー
タ
ー
を
編
ん
だ
り
、
料
理
教

室
に
通
い
調
理
師
の
免
許
を
取
得
し
た
り
、

茶
の
湯
・
お
花
の
お
稽
古
を
十
年
近
く
続

け
た
り
し
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
一
切

止
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

結
婚
し
て
、
３
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
ま

し
た
が
、
出
産
す
る
度
に
体
重
が
増
え
て

今
で
は
若
い
頃
を
想
像
す
ら
で
き
な
い
体

型
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。

　

そ
し
て
、
50
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
肩
こ

り
、
突
発
性
難
聴
に
な
る
等
体
に
影
響
が
出

始
め
ま
し
た
。
毎
年
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
度
に
保
健
指
導
を

受
け
、「
食
事
と
運
動
で
改
善
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
場
は
「
は
い
、
そ

う
し
ま
す
」
と
言
っ
て
頑
張
ろ
う
と
思
う

の
で
す
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
、
昨
年
か
ら
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
通
い
は
じ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
特
定
保
健
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
４
月
か
ら
は
休
日
に
家
の
周
辺
を

30
分
歩
く
こ
と
に
し
て
、
何
と
か
こ
の
状

況
を
改
善
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
子
育
て
も
一
段
落
し
て
自
由
な

時
間
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

庭
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
の
手
入
れ
や
ウ
イ

ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
た
ま
の
旅
行
や

外
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
茶
の
湯
の
稽
古
の
復
活
、

書
道
・
陶
芸
・
絵
画
等
に
も
挑
戦
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
無
理
な
く
楽
し
く
ス

ト
レ
ス
を
貯
め
な
い
趣
味
を
持
っ
て
、
健

康
で
明
る
い
生
活
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

那須町住民生活課

課長 小
こ

仁
に

所
し ょ

 君
き み

江
え

メ
タ
ボ
を
改
善
し
、

　
　
　趣
味
を
楽
し
み
た
い

私の趣味と
健康法



20

①私の街自慢（街の自慢をご記入ください）　　②趣味・特技　　③健康法・ストレス解消法
④国保事務を担当しての感想・意見など　　⑤最近気になること

国保経験年数　１年３カ月
①　矢板市では、市の北西部に高原山が

そびえ立ち、５月から６月にかけては群生
するつつじが開花するなど、風光明媚な
街です。また、りんごの生産量が県内一を
誇るなど、農業が盛んな街でもあると言え
ます。みなさん、ぜひ一度矢板にお越しくだ
さい！             

②　趣味…食べ歩き、ライブに行くこと　
　　特技…初対面の人とでも仲良くなれる
③　市役所に入庁してから、運動らしいこと

は一切やってこなかったのですが、健診の
結果が出て、このままではまずいと思い、最
近は仕事仲間とソフトバレーボールをやる
ようになりました。また、最近ストレス解消の
ために休日は友人とカラオケや温泉によく
行っています。

④　今の部署に配属されて早くも２年目にな
りました。最初は初めての窓口業務に戸惑
いもありましたが、先輩方のご指導により無
事に１年を乗り切ることができました。　

　　全国的に医療費が膨大していく中で、
矢板市も決してその例外ではありません。
また、平成 30 年度より国保の運営が広域
化になるなど、現在国保は転換期であると
言えます。

　　私も微力ながら、国保の円滑な運営に
精一杯取り組んでいきたいと考えています。

⑤　保健事業を担当するようになって、自分
自身の健康について深く考えるようになりま
した。今年は脱メタボを目標に頑張りたいと
思います。

山 下　友太郎
やま した

矢板市
健康増進課国保医療担当

主事

ストレス解消で脱メタボ！

ゆう た ろう

国保経験年数　０年３カ月　　　　　
①　芳賀町は、只今最も進化している町

です。広く開通したバイパス道路には
ＬＲＴ、特産品は現物から加工品まで
広く世界に進出、町内情報は独自の有
線テレビ「芳賀チャンネル」。日本中か
ら注目される町、芳賀はこれからも進
化を続けます！

②　ビールが苦手な人にも勧められる
ような珍しいビール探し

③　休日はとにかく我慢しないことで
す。何が食べたい、何をしたい、どこへ
行きたい…その日の気分に忠実に、欲
求はできる限り満たします。明日を元
気よく生きるために、発散はできると
きにできるだけ！

④　この仕事を任されて３ヶ月、最初と
比べて多くの物事が目に入るように
なりました。言われるままに処理して
いた手続きも、今見返すとどんな規則
でどんな処理がされているか、少しず
つ掴めるようになってきました。ま
た、知れば知るほど今の自分の知見の
狭さを感じ、より多く学ばねばという
思いでまだまだ一杯です。

⑤　「ビール腹」は実はビールは関係な
いらしいということ

佐 藤　拓 海
さ とう

芳賀町
住民課国保年金係

主事

暑い夏もビール。一年中ビール。

たく み
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重
力
の
無
い
宇
宙
に
滞
在
す
る
と
、
筋

力
の
低
下
だ
け
で
な
く
骨
の
量
も
減
る
と

い
い
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
前
で
す
が
、
宇
宙

飛
行
士
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
そ
れ
が
わ
か

り
、
た
い
へ
ん
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
骨
」
と
い
え
ば
、「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
が

連
想
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
頭
に
浮
か
び
ま
す
。

　

毎
日
、
乳
製
品
や
小
魚
・
海
藻
な
ど
を

料
理
に
入
れ
て
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
り
、

サ
プ
リ
を
使
っ
た
り
と
、
心
掛
け
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
人
は
多
い
よ
う
で
す
。
で
も
そ

れ
だ
け
で
は
、
不
十
分
で
す
。

　

口
か
ら
入
っ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を
い
か
に

効
率
よ
く
腸
か
ら
吸
収
す
る
か
、
そ
こ
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
に
不
可
欠
な
の
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
で
、

き
の
こ
や
青
い
背
の
魚
を
食
べ
る
と
い
い

の
で
す
が
、
食
べ
た
だ
け
で
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
力

は
な
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
ほ
と
ん
ど
は
腸

を
素
通
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
て
、
こ

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
活
性
化
さ
せ
る
の
に
は

何
が
必
要
で
し
ょ
う
？

　

そ
れ
は
「
紫
外
線
」
で
す
。
長
時
間
浴

び
る
と
皮
膚
の
健
康
が
気
に
な
り
ま
す
が
、

毎
日
、
十
五
分
程
度
で
い
い
の
で
す
。
お

日
さ
ま
に
あ
た
っ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

率
を
ぐ
ん
と
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
の
形
成

だ
け
で
な
く
、
日
々
体
の
中
を
巡
り
神
経

や
筋
肉
の
興
奮
、
血
液
凝
固
な
ど
に
使
わ

れ
る
の
で
、
極
端
な
方
法
で
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
が
ん
ば
る
と
必
然
的
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の

少
な
い
食
生
活
に
な
り
、
体
は
骨
か
ら
カ

ル
シ
ウ
ム
を
取
り
出
し
て
ど
ん
ど
ん
使
う

の
で
、
若
い
う
ち
に
『
骨
粗
鬆
症
』
に
ま

っ
し
ぐ
ら
！
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
骨
に
大
事
な
ビ
タ
ミ
ン

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
骨
の
健
康
に
ビ
タ
ミ

ン
Ｋ
が
有
効
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
納
豆
や
海
藻
、
緑
黄
色
野
菜
に
多
く

含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
骨
の
形
成
を
助

け
、
骨
の
た
ん
ぱ
く
質
を
改
善
し
ま
す
。

　

骨
の
健
康
の
た
め
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
・
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
「
食
事
」
と
「
お
日
さ
ま
」、
さ

ら
に
欠
か
せ
な
い
の
が
「
運
動
」
で
す
。

　

骨
は
物
理
的
な
刺
激
や
負
荷
が
か
か
る

と
骨
量
や
骨
密
度
が
増
え
て
丈
夫
に
な
り

ま
す
。
骨
の
成
長
の
止
ま
る
前
の
思
春
期

や
青
年
期
に
体
重
が
か
か
る
よ
う
な
運
動

を
規
則
的
に
行
い
、
全
骨
量
を
増
や
し
て

お
く
こ
と
が
理
想
な
の
で
す
が
、
歳
を
と

っ
た
人
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
重

が
か
か
る
よ
う
な
運
動
を
継
続
す
れ
ば
骨

骨の健康骨の健康
健 康 だ よ り

栃木県国民健康保険団体連合会　衛生管理者　登坂　美子

宇宙飛行士、水泳選手、若いダイエッター、愛煙家、ちょっと多めの
飲酒習慣のある方、そんな皆さんに、共通するウィークポイントは？

･･･それは･･･「骨の健康」です。

を
強
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

無
理
な
運
動
を
短
期
間
や
る
よ
り
も
、
若

い
人
は
筋
ト
レ
を
、
中
高
年
の
方
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
、
ど
の
世
代
で
も
生
活
の
中
に

運
動
習
慣
と
し
て
根
づ
か
せ
る
事
が
大
切

で
す
。
水
泳
は
体
重
の
負
荷
の
か
か
ら
な

い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
骨
の
強
化
に
は
向
き

ま
せ
ん
が
、骨
密
度
が
落
ち
て
『
骨
粗
鬆
症
』

の
診
断
を
受
け
た
方
に
は
、
水
中
運
動
が

お
す
す
め
で
す
。
体
重
の
重
力
に
よ
る
骨

折
の
心
配
は
な
く
、
水
の
抵
抗
が
あ
る
た

め
多
少
の
負
荷
は
期
待
で
き
ま
す
。

　

も
し
も
、
愛
煙
家
だ
っ
た
り
、
お
酒
を

ち
ょ
っ
と
多
め
に
飲
む
方
で
す
と
、
骨
の

老
化
は
加
速
し
ま
す
。

　

タ
バ
コ
は
胃
腸
の
働
き
を
抑
え
て
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
阻
み
ま
す
。
骨
か
ら
カ

ル
シ
ウ
ム
が
流
出
す
る
の
を
防
ぐ
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
を
ニ
コ
チ
ン
が
妨
げ
る
の

で
、
特
に
女
性
の
喫
煙
者
は
骨
粗
鬆
症
に

な
り
や
す
い
の
で
す
。
ま
た
、
お
酒
は
利

尿
作
用
が
あ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
飲
む
と

必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
ま
で
尿
と
い
っ
し
ょ

に
排
泄
し
て
し
ま
い
、
腸
か
ら
の
カ
ル
シ

ウ
ム
吸
収
も
妨
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
食
事
」「
お
日
さ
ま
」「
運
動
」、「
禁
煙
」

「
お
酒
は
一
日
一
合
ま
で
」。
さ
あ
、
み
な

さ
ま
、
骨
の
健
康
生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
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スタート
ゴール

黒羽城址
公園駐車場

P

黒羽体育館

黒羽城址公園

芭蕉の館

大雄寺

大田原市役所  黒羽庁舎 黒羽小

461

294

那珂川

那珂川歩道橋

黒羽城址公園から芭蕉の館へ
続くみち。紫陽花に導かれます。

芭蕉に係わる資料と黒羽藩主
大関家の資料を常時展示中の
「芭蕉の館」。

散策途中には喫茶室とパン屋
さんもありました。

山道を登った先に、黒羽藩主
大関家の壇那寺「大雄寺」が
あります。

歩道橋から見た那珂川。黒羽
観光やなでは鮎料理を堪能
できます。

黒羽城址公園の本丸跡に立つと、那須、日光連山が一望で
きます。黒羽城址公園界隈では6月18日から7月10日まで
「くろばね紫陽花まつり」開催中です。

歩　　数：6,308歩　　　　　　　  実際に歩いた距離：4.73㎞
所要時間：47分（散策等含む）　　消費カロリー：約145kcal（約ソフトクリーム1個分）
◎黒羽城址公園駐車場から黒羽城址公園内を散策し、那珂川歩道橋までを往復したデータになります。
◎今回歩いたコースは、マップ上に赤色で記してあります。

参考データ

歩こう！歩こう！
あの道あの道

　俳聖・松尾芭蕉が最長逗留したことでも知られ
る大田原市黒羽地区。滞在中、芭蕉は黒羽におい
て数多くの句を詠んだことから、各所に句碑が建
てられており、芭蕉の足跡を辿ることができま
す。これからの季節、紫陽花が一面に咲き誇る黒
羽城址公園や、黒羽藩主大関家の檀那寺としての
歴史も深い大雄寺、太公望で賑わう清流・那珂川

など自然と歴史に触れることができる散策路です。
　散策後、足を延ばせば国重要文化財に指定され
た本殿と桜門を有する那須神社や、源平屋島の合
戦の英雄で弓の名手・那須与一をコンセプトに、
扇の形をした屋根を有する道の駅那須与一の郷で
買い物や飲食も楽しむこともできますので、足を
運んでみてはいかがでしょうか。

大田原市黒羽地区・
　　　芭蕉の里くろばねを歩こう

検索大田原市観光協会「芭蕉の里くろばね」に関する詳しい情報は、大田原市観光協会のＨＰを検索してください。
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編 

集 

後 

記

　

正
し
い
用
字
用
語
表
記
や
分
か
り
や
す

い
文
章
表
現
に
苦
戦
し
な
が
ら
、
機
関
誌
の

編
集
作
業
も
、
こ
の
春
で
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
、
毎
号
予
定
ど
お
り
発
行
で
き
ま
す
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
来
の
想
い

を
伝
え
ら
れ
る
文
章
表
現
を
目
指
し
、
今

年
度
も
編
集
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
Ｔ
）
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国保連合会からのお知らせ

特定健診受診啓発用横断幕掲出中です

特定健診受診啓発のための、ラジオ放送による広報を実施します

特定健診受診率向上支援事業として、受診啓
発用横断幕をJR宇都宮駅西口ペデストリア
ンデッキに掲出中です。
（掲出期間：平成28年7月30日まで）

高齢受給者証更新時ポスターおよび被保険者証更新時ポスターを
作成・配付します
高齢受給者証の窓口提示の啓発及び国民
健康保険への加入・喪失の届出啓発用と
してご活用ください。

　放送局及び放送期間、並びに放送時間帯は、次のとおりです。

放 送 局：エフエム栃木（RADIO BERRY）
放送期間：平成28年8月1日（月）～31日（水）まで

月
放送日 時刻

火
放送日 時刻

水
放送日 時刻

木
放送日 時刻

金
放送日 時刻

土
放送日 時刻

日
放送日 時刻

8/1

8/8

8/15

8/22

8/29

8：07
17：52
8：31

18：28
7：08

17：13
8：07

17：52
8：31

18：28

8/2

8/9

8/16

8/23

8/30

7：08
17：13
8：07

17：52
8：47

18：28
7：08

17：13
8：07

17：52

8/3

8/10

8/17

8/24

8/31

8：47
18：28
7：08

17：13
8：07

17：52
8：47

18：28
7：08

17：13

8/4

8/11

8/18

8/25

8：07
17：52
8：47

18：28
7：08

17：13
8：07

17：52

8/5

8/12

8/19

8/26

7：08
17：10
8：07

17：46
8：47

18：27
7：08

17：10

8/6

8/13

8/20

8/27

11：51
17：53
9：53

15：53
11：51
17：53
9：53

13：53

8/7

8/14

8/21

8/28

9：53
15：53
8：28

17：53
9：53

15：53
11：58
17：53
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